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(百万円未満切捨て)

１．平成30年3月期第2四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年9月30日）
（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第2四半期 6,293 11.0 389 172.3 402 329.8 230 ―

29年3月期第2四半期 5,669 △7.4 142 △56.8 93 △71.4 2 △99.2

(注) 包括利益 30年3月期第2四半期 730百万円 ( ―％) 29年3月期第2四半期 △44百万円 ( ―％)

　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

30年3月期第2四半期 9.71 ―

29年3月期第2四半期 0.08 ―
　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

30年3月期第2四半期 26,190 18,695 71.4

29年3月期 24,964 18,108 72.5

(参考) 自己資本 30年3月期第2四半期 18,695 百万円 　29年3月期 18,108 百万円

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― 6.00 ― 6.00 12.00

30年3月期 ― 6.00

30年3月期(予想) ― 6.00 12.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　

３．平成30年3月期の連結業績予想（平成29年4月1日～平成30年3月31日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 12,400 6.0 720 98.6 800 109.5 460 95.1 19.35

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

　 新規 ―社 ( )、除外 ―社 ( )

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 30年3月期２Ｑ 24,835,758株 29年3月期 24,835,758株

② 期末自己株式数 30年3月期２Ｑ 1,065,724株 29年3月期 1,064,093株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期２Ｑ 23,770,841株 29年3月期２Ｑ 23,773,216株

　

※ 四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績

等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

　

　

　

決算短信（宝印刷） 2017年10月26日 17時02分 2ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



○添付資料の目次

１．当四半期決算に関する定性的情報 …………………………………………………………………… 2

（１）経営成績に関する説明 ……………………………………………………………………………… 2

（２）財政状態に関する説明 ……………………………………………………………………………… 3

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ………………………………………………… 3

２．四半期連結財務諸表及び主な注記 …………………………………………………………………… 4

（１）四半期連結貸借対照表 ……………………………………………………………………………… 4

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ………………………………………… 6

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 …………………………………………………………… 8

（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 …………………………………………………………… 9

（継続企業の前提に関する注記） …………………………………………………………………… 9

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） …………………………………………… 9

（セグメント情報等） ………………………………………………………………………………… 9

決算短信（宝印刷） 2017年10月26日 17時02分 3ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）

- 1 -

イチカワ㈱(3513) 平成30年3月期第2四半期決算短信[日本基準](連結)



１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第2四半期連結累計期間におけるわが国経済は、総じて緩やかな回復基調にあるものの、海外経済の不確実性

の高まりや金融資本市場の変動の影響が懸念されるなど、先行き不透明な状況で推移いたしました。

当社グループの主要取引先であります紙パルプ業界におきましては、国内需要の低迷等により、依然として厳

しい状況が継続しております。

このような状況の中、当社グループの連結売上高は6,293百万円（前年同期比11.0％増）となりました。損益の

状況につきましては、売上高の増加に加え継続的なコスト削減対策により、連結営業利益は389百万円（前年同期

比172.3％増）、連結経常利益は402百万円（前年同期比329.8％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は230

百万円(前年同期は親会社株主に帰属する四半期純利益2百万円）となりました。

セグメントの業績は次のとおりです。

＜抄紙用具関連事業＞

（日本）

内需につきましては、厳しい市場環境が続く中、抄紙用フエルトの販売数量は横ばいで推移いたしました

が、抄紙用ベルトの販売数量は減少いたしました。輸出につきましては、積極的な拡販活動が奏功し、抄紙

用フエルト及び抄紙用ベルトともに販売数量は増加いたしました。この結果、売上高は4,448百万円（前年

同期比6.0％増）となりました。

（北米）

抄紙用ベルトの販売数量は減少いたしましたが、抄紙用フエルトの販売数量が増加したことに加え、ドル

高の影響により、売上高は614百万円（前年同期比8.2％増）となりました。

（欧州）

抄紙用フエルト及び抄紙用ベルトともに販売数量が増加したことに加え、ユーロ高の影響により、売上高

は731百万円（前年同期比28.0％増）となりました。

（中国）

抄紙用フエルト及び抄紙用ベルトともに販売数量が増加したことにより、売上高は243百万円（前年同期

比84.6％増）となりました。

＜工業用事業＞

内需及び輸出ともに増加したことにより、売上高は255百万円（前年同期比25.9％増）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

　 ① 資産、負債及び純資産の状況

当第2四半期連結会計期間末の総資産につきましては、前連結会計年度末に比べ1,226百万円増加し、26,190百

万円となりました。これは主として、現金及び預金が648百万円、投資有価証券が554百万円それぞれ増加したこ

とによるものです。

負債につきましては、前連結会計年度末に比べ639百万円増加し、7,494百万円となりました。これは主として、

流動負債のリース債務が433百万円減少した一方、短期借入金が533百万円、買掛金が281百万円それぞれ増加した

ことによるものです。

純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ586百万円増加し、18,695百万円となりました。これは主とし

て、その他有価証券評価差額金が399百万円、利益剰余金が88百万円それぞれ増加したことによるものです。

② キャッシュ・フローの状況

当第2四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は前連結会計年度末に比べ648百万円増加し、2,290百

万円（前年度末比39.5％増）となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの増減要因は以下のとおりで

す。

＜営業活動によるキャッシュ・フロー＞

営業活動によるキャッシュ・フローは、減価償却費を源泉とした収入619百万円などにより863百万円の収入

（前年同期比27百万円の収入減）となりました。

＜投資活動によるキャッシュ・フロー＞

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出547百万円などにより562百万円の支

出（前年同期比31百万円の支出減）となりました。

＜財務活動によるキャッシュ・フロー＞

財務活動によるキャッシュ・フローは短期借入金の純増額による収入533百万円、配当金の支払による支出

142百万円などにより335百万円の収入（前年同期は424百万円の支出）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

業績予想につきましては、平成29年5月15日に公表いたしました平成30年3月期通期の業績予想から変更してお

りません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,642,091 2,290,501

受取手形及び売掛金 4,614,645 5,042,888

商品及び製品 1,678,447 1,832,744

仕掛品 1,049,992 931,503

原材料及び貯蔵品 521,848 553,747

繰延税金資産 255,126 234,123

その他 134,124 153,913

貸倒引当金 △501 △749

流動資産合計 9,895,774 11,038,672

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,648,722 5,480,480

機械装置及び運搬具（純額） 2,536,095 2,849,327

リース資産（純額） 536,112 82,766

その他（純額） 2,175,600 2,016,612

有形固定資産合計 10,896,530 10,429,186

無形固定資産 96,032 92,056

投資その他の資産

投資有価証券 3,994,850 4,549,509

繰延税金資産 27,921 28,842

その他 100,790 99,848

貸倒引当金 △47,525 △47,713

投資その他の資産合計 4,076,036 4,630,487

固定資産合計 15,068,599 15,151,731

資産合計 24,964,374 26,190,404
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 429,318 710,877

短期借入金 360,000 893,822

リース債務 492,592 59,071

未払法人税等 191,948 190,131

賞与引当金 291,521 291,681

その他 779,627 878,344

流動負債合計 2,545,008 3,023,927

固定負債

リース債務 70,751 41,031

退職給付に係る負債 3,123,257 3,183,076

その他 1,116,564 1,246,660

固定負債合計 4,310,572 4,470,768

負債合計 6,855,581 7,494,696

純資産の部

株主資本

資本金 3,594,803 3,594,803

資本剰余金 2,322,038 2,322,038

利益剰余金 11,602,606 11,690,899

自己株式 △347,200 △347,714

株主資本合計 17,172,247 17,260,026

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,322,071 1,722,014

為替換算調整勘定 △33,716 3,738

退職給付に係る調整累計額 △351,809 △290,071

その他の包括利益累計額合計 936,545 1,435,680

純資産合計 18,108,793 18,695,707

負債純資産合計 24,964,374 26,190,404
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

売上高 5,669,377 6,293,550

売上原価 3,605,183 3,890,554

売上総利益 2,064,193 2,402,996

販売費及び一般管理費 1,921,352 2,013,979

営業利益 142,841 389,016

営業外収益

受取配当金 44,072 45,448

その他 27,328 29,000

営業外収益合計 71,400 74,449

営業外費用

支払利息 26,253 9,784

為替差損 70,370 31,159

その他 23,958 19,943

営業外費用合計 120,582 60,887

経常利益 93,659 402,578

特別損失

投資有価証券評価損 43,314 -

ゴルフ会員権評価損 500 -

減損損失 - 1,069

特別損失合計 43,814 1,069

税金等調整前四半期純利益 49,844 401,508

法人税、住民税及び事業税 80,779 177,278

法人税等調整額 △32,946 △6,693

法人税等合計 47,833 170,584

四半期純利益 2,011 230,923

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,011 230,923
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

四半期純利益 2,011 230,923

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 25,217 399,942

為替換算調整勘定 △130,870 37,454

退職給付に係る調整額 58,706 61,737

その他の包括利益合計 △46,946 499,135

四半期包括利益 △44,934 730,058

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △44,934 730,058

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 49,844 401,508

減価償却費 635,970 619,294

減損損失 - 1,069

貸倒引当金の増減額（△は減少） 34,088 436

賞与引当金の増減額（△は減少） △429 160

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 45,378 59,818

受取利息及び受取配当金 △44,262 △45,558

支払利息 26,253 9,784

投資有価証券評価損益（△は益） 43,314 -

有形固定資産売却損益（△は益） - -

売上債権の増減額（△は増加） △69,206 △373,275

たな卸資産の増減額（△は増加） △157,238 △64,002

仕入債務の増減額（△は減少） 49,658 251,380

その他 199,062 138,236

小計 812,434 998,853

利息及び配当金の受取額 44,262 45,558

利息の支払額 △26,211 △10,474

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 59,764 △170,833

営業活動によるキャッシュ・フロー 890,249 863,104

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △590,418 △547,949

その他 △3,016 △14,051

投資活動によるキャッシュ・フロー △593,434 △562,001

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △101,120 533,822

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △181,125 △55,377

自己株式の取得による支出 △612 △514

配当金の支払額 △141,764 △142,653

財務活動によるキャッシュ・フロー △424,622 335,276

現金及び現金同等物に係る換算差額 △44,935 12,029

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △172,743 648,409

現金及び現金同等物の期首残高 1,688,489 1,642,091

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,515,745 2,290,501
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 (単位：千円)

報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

抄紙用具関連事業
工業用
事業

計

日本 北米 欧州 中国

売上高

外部顧客への売上高 4,195,188 567,624 571,693 131,708 203,162 5,669,377 ― 5,669,377

セグメント間の
　内部売上高又は振替高

943,381 ― ― 106,170 8,476 1,058,027 △1,058,027 ―

計 5,138,570 567,624 571,693 237,878 211,638 6,727,404 △1,058,027 5,669,377

セグメント利益
又は損失(△)

812,580 28,375 △43,107 18,296 △20,655 795,490 △652,649 142,841

(注) １ セグメント利益又は損失(△)の調整額△652,649千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△

780,636千円、棚卸資産の調整額155,474千円、為替レート差額△26,628千円、貸倒引当金の修正等△858千

円が含まれています。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門に係る費用であります。

２ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

３ 地域ごとの情報

売上高 (単位：千円)

日本 北米 欧州 中国 その他の地域 合計

3,418,822 523,770 527,536 595,635 603,612 5,669,377

(注) 売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しています。

　

決算短信（宝印刷） 2017年10月26日 17時02分 11ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）

- 9 -

イチカワ㈱(3513) 平成30年3月期第2四半期決算短信[日本基準](連結)



Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 (単位：千円)

報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

抄紙用具関連事業
工業用
事業

計

日本 北米 欧州 中国

売上高

外部顧客への売上高 4,448,788 614,085 731,845 243,069 255,762 6,293,550 ― 6,293,550

セグメント間の
　内部売上高又は振替高

1,026,573 ― ― 165,112 20,271 1,211,957 △1,211,957 ―

計 5,475,361 614,085 731,845 408,181 276,033 7,505,508 △1,211,957 6,293,550

セグメント利益 995,359 22,182 28,720 25,648 19,768 1,091,679 △702,662 389,016

(注) １ セグメント利益の調整額△702,662千円には、セグメント間消去1,803千円、各報告セグメントに配分してい

ない全社費用△784,964千円、棚卸資産の調整額36,801千円、為替レート差額41,936千円、貸倒引当金の修

正等1,760千円が含まれています。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門に係る費用であ

ります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

３ 地域ごとの情報

売上高 (単位：千円)

日本 北米 欧州 中国 その他の地域 合計

3,389,808 545,065 625,334 1,007,565 725,777 6,293,550

(注) 売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しています。
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